
【教育理念】児童の笑顔、教師の笑顔、保護者の笑顔が 魅力ある学校を作る 

 《大野木場小学校は 校舎焼失から３４年目 創立から１４４年目を迎えます》  

メモリアルデー 
 先週１２日(金)は、メモリアルデーを開催し

たところ、来賓の皆様をはじめ、多くの方に御

参観いただきました。誠にありがとうございま

す。 

 今年は、仮設校舎時代に大野木場小学校にお

勤めされていた「松崎和之」先生に御高話いた

だきました。当時の様子や子どもたちの姿から、

命の大切さや支えてく

ださった方への感謝だ

けでなく、ふるさと大

野木場を大事にしてい

くことや自然とともに

生きて行くことの大

切さを学びました。 

 会に先立ち、私の挨

拶では、噴火災害当初

から１８年もの長き

にわたって交流をし

ていた岩手県の上折壁小学校のことを紹介し

ました。記録を見ると、直接大野木場小学校に

おいでいただいた御家族もあったようです。残

念ながら、上折壁小学校が閉校することになり、

この交流は平成２０年度に終わりました。 

 支援を思い立ってくださったことにも感謝

ですが、それを上折壁小学校の伝統のように続

けていただいたこと、そして、その思いを汲み、

こちらからもお返しをと応え続けた大野木場

小学校の子どもたちや当時の先生方の思いに

も感謝の念が尽きません。 

 当時のことや思いを今の子どもたちに伝え

ることができるのは、間違いなく、御家族のみ

なさんです。 

 挨拶の中では、子どもたちに次のようなこと

も伝えました。 

大野木場で生まれ育ったみなさん、自然災

害について、人を思いやるということについ

て、考えて、考えて、考えてほしいと思いま

す。そうすれば、自分に何ができるか、自分

は何をしたいのかが少しずつ見えてくるか

もしれません。 

今度は、皆さんが全ての人を大切に思って

行動に移す番です。毎年行うメモリアルデー

を通して、災害・防災学習を通して、皆さん

の心が成長していくことを先生は期待して

います。 

 子どもたちが何かを感じ、考え、言葉にし、

行動へと昇華させる。その成長のタネは、毎日

の生活の中にあるのかもしれません。一人一人

の成長のタネをしっかりと見つけ、のびのびと

成長できるようにすることこそが、私たち大人

に課せられた役目です。子どもたちの背中を、

そっと押してあげられるような、プラスの声掛

けをともに心がけていきましょう。 

 

 

 

 

 
 

 

 

かどわきっ子 

○かんどういっぱい ○ドキドキいっぱい ○ワクワクいっぱい ○キラキラ輝く 大野木場小学校便り №３７ 

南島原市立大野木場小学校 

令和７年 ９月１６日（火） 

校 長  森田 純弘 

ちょっとブレイク 

 先日、ある校長先生との会話で、「小学生
のヘアカラー」が話題になりました。結論
を言うと、小学校には校則はないので保護
者の判断となります。その判断材料は？ 
染料の外箱には、「幼小児が届かないとこ

ろに保管」と書いてあったり、「16 歳未満
には使用不可」としていたりします。これ
は、【アレルギー対策】ということでしょう。
小学生の皮膚は大人よりも薄く、未発達で
あるため、ヘアカラーに含まれる化学物質
の影響を受けやすく、アレルギー反応を起
こしやすそうです。一度でもかぶれを起こ
すと、その後は大人になっても使うことが
できないそうです。 
もう一つは、「ルールを逸脱しているよう

に見られやすいことから生じる危険性」で
す。大切なわが子を世間の悪い大人から守
らなければなりません。ルールを逸脱する
悪い大人は、悪い顔では近付いてきません。
いい人のふりをして、言葉巧みに近付いて
きます。【隙を見せない】ことも、判断材料
の一つでしょう。 
「大袈裟すぎる」という御意見もあって

然りです。それも保護者の判断です。ただ、
「我が家の基準」は守れる子どもに育てた
いですね。 


